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　　　　　今月の主な内容

広報しろいし300号記念特集・・…………一P2～P4

下水道工事今年でm年目……・…………・…・………P5

昭和58年度下半期市の財政状況一・……一P6～P7

カメラの目、防災に備えて…一・………・…P8～P9

シニア・スカウト大会、夏休みの過ごし方…P10～P11

トピックス・わが家の味………………・・一P12～P13

市民登場，地名アレコレ……一・…・一一・…P14～P15

おしらせ、公民館だよリ………………・・一P16～P19

カメラ・ニュース、休日急患当番医、定例相談……P20

300号を記念して

　市の広報紙は、市民のみなさまのあたたかいご支

援により、第1号創刊以来、今月で300号を迎える

ことができました。

　表紙は、白石第一小学校（米澤繁校長）4年生、

5年生、6年生の児童合わせて約600名の未来の臼

石市を担う子どもたちによる300号を祝う記念の人

文字です。
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昭
和
三
十
四
年
九
月
に
「
白
石
市

政
だ
よ
り
」
　
（
広
報
し
ろ
い
し
の
前

身
）
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら
本

号
で
ち
ょ
う
ど
三
百
号
を
迎
え
る
。

当
時
、
市
は
財
政
が
極
度
に
苦
し
い

と
き
だ
っ
た
が
、
広
報
活
動
は
新
時

代
の
行
政
を
行
う
上
で
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
定
期
刊
行

に
ふ
み
き
っ
た
。
内
容
は
も
っ
ぱ
ら

「
お
し
ら
せ
」
が
主
で
、
そ
の
こ
ろ

市
議
会
の
広
報
も
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
十
九
年
春

か
ら
現
在
の
「
広
報
し
ろ
い
し
」
と

名
を
改
め
た
。
一
時
は
市
の
広
報
と

「
お
し
ら
せ
」
の
二
本
立
て
で
発
行

し
た
時
代
も
あ
り
、
何
度
か
変
更
が

あ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
す
っ
き
り
し

た
も
の
に
な
っ
た
。
（
議
会
広
報
誌
は

四
十
六
年
創
刊
）
。
「
臼
石
市
政
だ
よ

り
」
の
生
れ
た
三
十
四
年
の
こ
ろ
は
、

市
の
財
政
は
苦
境
下
に
あ
っ
て
大
変

な
時
期
だ
っ
た
。
二
十
九
年
市
政
を

施
き
（
三
十
二
年
小
原
村
合
併
）
新

し
い
白
石
市
が
で
き
た
も
の
の
、
財

政
は
火
の
車
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
地

方
自
治
体
の
財
政
窮
乏
化
は
当
時
全

国
的
傾
向
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も

市
は
独
自
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら

ず
、
三
十
一
年
財
政
再
建
地
方
自
治

体
の
指
定
を
受
け
て
、
自
治
省
の
指

導
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

再
建
計
画
は
期
問
八
年
問
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
か
ら
、
三
十
四
年
は
再
建
実

施
計
画
の
第
四
年
目
に
あ
た
り
最
も

苦
し
い
時
期
だ
っ
た
。
新
規
事
業
は

極
度
に
押
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
点
で

経
費
の
節
減
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
市

の
広
報
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
新

市
建
設
の
た
め
必
要
な
こ
と
と
は
い

え
、
や
は
り
当
局
の
英
断
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
別
面
に
示
し
て
あ

る
が
、
現
在
の
市
財
政
の
状
況
は
低

成
長
下
の
時
代
で
も
あ
り
な
か
な
か

容
易
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
広
報
誌

の
生
れ
た
三
十
四
年
と
財
政
規
模
、

経
済
環
境
が
異
な
る
か
ら
比
較
に
は

な
ら
な
い
が
、
自
助
努
力
に
よ
っ
て

難
局
を
切
り
開
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
点
で
は
当
時
と
い
ま
も
変
り
は

な
い
。

　
東
北
新
幹
線
が
走
り
出
し
て
満
二

年
に
な
り
、
い
よ
い
よ
来
年
は
待
望

の
上
野
駅
乗
り
入
れ
が
確
定
し
、
「
や

ま
び
こ
」
　
一
往
復
停
車
も
含
め
て
白

石
蔵
王
駅
も
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
三
十
四
年
頃
は
国
鉄

問
題
は
大
騒
ぎ
の
焦
点
に
あ
っ
た
。

三
十
二
年
五
月
突
如
と
し
て
丸
森
線

着
工
が
発
表
さ
れ
、
将
来
の
含
み
と

し
て
福
島
－
仙
台
間
は
東
北
線
の
ル

ー
ト
変
更
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
東
北
線
の
輸
送

力
増
強
に
と
っ
て
越
河
の
急
坂
が
障

害
だ
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
驚
い
た

全
市
民
は
あ
げ
て
本
線
確
保
を
旗
じ

る
し
に
結
束
し
、
猛
運
動
の
末
、
こ

の
年
十
月
北
白
川
－
岩
沼
間
の
電
化

工
事
開
始
で
本
線
の
ル
ー
ト
変
更
を

防
い
だ
。
当
時
東
北
線
複
線
電
化
実

現
は
全
市
民
の
合
言
葉
で
、
い
ま
想

え
ば
夢
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
こ
の
年
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
出
き
事
は
第
一
回
こ
け
し
コ
ン
ク

ー
ル
が
四
月
十
六
日
開
か
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
本
年
で
二
十
六
回
を
迎
え
、

今
で
は
全
国
に
知
ら
れ
る
名
物
行
事

に
な
っ
た
が
、
そ
の
誕
生
が
「
広
報

し
ろ
い
し
」
と
同
年
で
あ
る
こ
と
は
、

両
方
と
も
確
実
に
充
実
発
展
し
た
意

昧
で
共
通
点
を
持
つ
と
思
う
。
め
で

た
い
こ
と
で
あ
る
。
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※福岡中学校の「作品」は、15Pに掲載しました。

今
年
で
十
年
目
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下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
・

　
今
日
わ
た
し
た
ち
が
健
康
で
快
適

な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
下
水
道
は

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
昭
和
五
十
年
度
か
ら

十
六
ケ
年
計
画
で
公
共
下
水
道
事
業

を
進
め
昭
和
六
十
三
年
度
に
一
部
供

用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
枝
線
埋
設
工
事
は
（
家
庭

に
公
共
桝
を
設
置
す
る
こ
と
）
昨
年

度
に
引
き
続
き
施
行
し
、
国
道
二

三
号
線
の
石
垣
商
店
角
か
ら
亘
理
歯

科
、
亘
理
町
の
山
田
時
計
店
、
短
ケ
町

の
松
田
米
穀
店
の
角
ま
で
の
両
側
歩

．
、
、
／
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道
と
祢
宜
内
ア
パ
ー
ト
附
近
の
市
道

さ
ら
に
準
幹
線
工
事
と
し
て
名
取
屋

商
店
角
か
ら
白
石
農
協
前
通
り
、
読

売
新
聞
販
売
所
前
ま
で
の
総
延
長
一

六
三
三
メ
ー
ト
ル
を
開
削
工
事
で
七

月
頃
か
ら
六
十
年
二
月
頃
ま
で
施
工

し
ま
す
。

　
ま
た
幹
線
管
渠
工
事
は
一
号
管
線

を
予
定
し
て
お
り
、
東
北
ア
ツ
ギ
白

石
工
場
敷
地
の
北
側
農
道
を
約
三
百

メ
ー
ト
ル
を
開
削
工
法
で
九
月
頃
か

ら
六
十
年
三
月
末
ま
で
施
行
し
ま
す
。

大
切
な
河
川
の

水
質
を
守
り
ま
す

　
い
ず
れ
も
道
路
下
に
埋
設
す
る
た

め
歩
行
者
の
安
全
と
沿
線
住
民
の
交

通
を
確
保
し
な
が
ら
工
事
を
す
す
め

ま
す
が
国
道
一
二
二
号
及
び
農
協
前

通
り
外
一
路
線
は
歩
道
並
び
に
市
道

の
巾
員
が
狭
く
、
交
通
量
が
多
い
た
め

工
事
の
特
殊
性
上
、
期
間
中
こ
の
三

地
区
の
道
路
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま

す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
下
水
道
課
（
内
線
二

三
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　下水道の効果
下水道は私たちの生活環境を快適にします

姦明
る
く
衛
生
的
な

2
文
化
生
活
が
送
れ
ま
す

でo
住
宅
や
工
場
が

3
計
画
的
に
建
設
さ
れ
ま
す

低
湿
地
帯
の

4
浸
水
を
防
ぎ
ま
す

戸
。　
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毎
年
二
回
「
市
の
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政
状
況
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昭
和
五
　
　
”

u
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

ハ
　
十
八
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
一
日
か
ら
今
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
　
　
一
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状
況
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セ
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》
一

出歳
予算現額　83億8，861万5千円

支出済額　68億2，825万8千円

執行率　　81．4％

　　　　　　　　予算額
　　　　　　　　執行率（％）

計

556万4千円（0％）

9，543万9千円（96．7％）

1億2，484万7千円（56．2％）

1億5，731万5千円（98．9％）

2億676万6千円（97．4％）

2億3，983万4千円（92，0％）

6億6，175万2千円（98．4％〕

6億7，304万9千円（96．6％）

（92．7％〕10億2，198万7千円

（97．1％）10億9，259万2千円

（78．5％）12億　768万5千円

（88．4％）12億1，856万8千円

（44．7％

会

16億8，321万7千円

その他

労働費

災害復旧費

議会費

商工費

消防費

衛生費

公債費

教育費

民生費

土木費

総務費
農林水産業費

910111213141516171819（仁意）87654321

昭和59年3月31日現在
　　　　（単位：千円）

昭和58年度各会計の予算執行状況

出歳入歳

予算残額支出済額未収入額収入済額調定額

予算現額会計別

318，2961。485．826145，5661，581，6181，727，1841，804．122国民健康保険

1，14813．8761，07715．14016．21715．024白石市簡易水道事業

173．800237，8480243．348243．348411．648下水道事業

1．02239，092039．57239．57240．114地方卸売
市場事業

98．8911．106．39101，102，4461，102，4461，205．282老人保健

593．1572．888，033146．6432辱982．1243，128．7673，476，190計

o

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政

6

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
税
は
、
市
が
自
主
的
に
使
え

三
千
百
九
十
四
万
三
千
円
。
公
共
事

業
そ
の
他
、
国
や
県
か
ら
頼
ま
れ
た

甲和睾囁白石市の財政状況

般

五
十
八
年
度

下
半
期

その他

財産収入

使用料及び

手数料
自動車取得

税交付金
分担金及び

負担金
地方譲与税

繰入金

繰越金

市　債

諸収入
国・県支出金

税市

地方交付税

2，836万4千円（100％）

5，664万6千円（87．2％）

7，347万1千円（117．5％）

8，727万4千円（100％〕

1億　156万4千円（90．7％）

1億3，194万3千円（56．6％）

入歳

予算現額　83億8，861万5千円

収入済額　72億6，791万1千円

収入率　　86．6％

Eヨ　　予算額
　　収入率（％）

1億3，295万5千円（100％〕

1億3，433万5千円（100％）

3億8，860万円（25．6％）

14億2，421万4千円（54．9％）

14億6，813万1千円（88．2％）

20億6，640万円（102．2％）

22億9，471万8千円（100％）

012345678（舌意）　23　　22　　21　　20　　19　　18　　17　　16　　15　　14　　13　　12　　11　　10　　　9

る
大
切
な
お
金
で
、
市
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

歳
入
全
体
か
ら
み
る
と
二
十
四
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
ま
せ

ん
Q　

一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
は
二
十
二
億
九
千
四
百

七
十
一
万
八
千
円
で
、
二
十
七
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
交
付
額
は
前
年
度
よ
り
六
千
三

百
五
十
五
万
七
千
円
（
二
・
七
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ぼ
か

地
方
譲
与
税
が

（単位：千円）

昭和58年度一般会計歳出予算
に計上した主な事業及び事業費

事業費名業事事業費名業事

76．309新林業構造改善1．056，968

53．150小・中学校補修工事612．477

52，408都市計画街路280．184

渇水対策
仙南地域広域行政事務

組合負担金

市道整備
億

仕
事
に
対
す
る
国
・
県
支
出
金
が
十

四
億
六
千
八
百
十
三
万
一
千
円
で
、

十
七
・
五
・
バ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
お
金
の
都
合
が
で
き
な
い

分
は
、
市
債
を
起
こ
し
て
借
金
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
三
億

八
千
八
百
六
十
万
円
で
す
。

　
結
局
、
市
の
歳
入
の
う
ち
、
五
十

二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
十

三
億
八
千
八
百
七
十
万
七
千
円
が
国

な
ど
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

48。491農村地域整備開発促進277．626土地区画整理
47。892査言周籍地217．870

40．140益岡公園整備207．674

38．279緑　地月1

自石202，570

特別会計繰出金

一市二町組合負担金
補助金・出資金

公営住宅建設
30．132大平小学校プール建設93．3721日復害災

28，550新町林道開設87．982農業施設整備
28。185河川整備橋梁77．951水田利用再編対策

7



　　　　　　　　　　茜

白石市総合防災訓練　　　　　力

　　　　　　（…i）⑳目

　
「
県
民
防
災
の
日
」
で
あ
る
六
月

十
二
日
、
午
前
九
時
三
十
分
の
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
、
県
下
一
斉
に
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
白
石
市
で
は
、
市
内
三
十
四
の
小

・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
で
行

わ
れ
、
特
に
日
通
工
で
は
、
工
場
火

災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
と
自
衛
消

防
隊
に
よ
る
消
火
活
動
の
放
水
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
消
防
団
や
消
防

署
に
よ
る
消
火
、
救
助
、
電
力
、
電

話
の
断
線
復
旧
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

の
炊
き
出
し
、
交
通
指
導
隊
員
に
ょ

る
交
通
の
規
制
な
ど
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
約
八

干
人
が
参
加
。

験
ぞ
ご

潔蜘
　
藩礎

融
鍔

躍
痴

　
’
　
〇
　
　
　
　
一

　
解

　
硬購

　
　
》
　
　
　
F
耀

　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
一

　
　
曾
　
　
蔓
甲

　
　
『

　
　
一
　
r

　
聾
　
　
建

鵯

誕

一

3製器

細i 鳳一一　聾擦1

蜘∬歪講
，

　▲放水による消火訓練

」
助

『
“
羅

㎡

▲電話施設の応急復旧訓練

8

1

脅
翻
■
ー
口
燗
田
捌

　
　
　
　
　
　
－

薪
壌
躍
湿
踏

　
　
　
蟹

滋翻磁磁

－
緬
　
〆

、
　
夢
　
．
『

　
P

櫛
、
賦

”

．

壁

▲避難訓練

、

爆

騨
肖

▲レンジャー部隊の救出訓練

膿

．ご『

葺読

鰻
螺

無書

蓼

蜜

　▲ガス施設復旧訓練

田
．

＼爾
いざというときに
　備えましょう

もし災害が起きたら

（

指定避難場所一覧表

　収容地区名
白石地区中央部、北部

　〃　南部

　　〃　南部

　〃　　南部、大平地区一円

　〃　西部

　〃　東部

　〃　西部

福岡地区一円

指定避難場所等名

第一小学校
第二小学校
臼石中学校
大　　平　　／j￥　　学　　†交

白石高等学校
工業高等学校
女子高等学校

福岡小学校
福岡中学校

号番

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0地震が起き車を運転しているとき

地震と感じても、急停車は避け、他の車に注意しながらゆ

っくりと道路の左端によせるなどして止めましょう。ラジ

オで的確な情報を聞くなど、避難の際は自動車を使わない

よう、また車から離れるときは、車のキーはそのままにし、

ドアにもロックしないようにします。交通規制を行ってい
るときは、現場の警察官などの指示に従ってください。

凸
、
家
庭
に
い
る
と
き

　
ど
ん
な
地
震
で
も
一
瞬
の
う
ち
に

建
物
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
少

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
て

て
戸
外
に
飛
び
だ
す
の
は
か
え
っ
て

危
険
を
と
も
な
い
ま
す
。

　
丈
夫
な
家
具
に
身
を
寄
せ
て
様
子

を
見
ま
し
ょ
う
。

。
火
を
使
用
中
な
ら
…

　
台
所
、
風
呂
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、

火
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
器
具

栓
か
元
栓
を
と
に
か
く
止
め
る
こ
と

・
一
階
に
い
た
ら
…

　
窓
や
戸
を
あ
け
、
逃
げ
道
を
つ
く

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
二
階
に
い
た
ら
…

　
木
造
家
屋
で
は
㎝
階
よ
り
も
二
階

の
ほ
う
が
割
合
安
全
で
す
。

　
住
宅
密
集
地
で
は
屋
根
が
わ
ら
、

ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
が
多
い
の
で

む
や
み
に
外
に
飛
び
出
す
の
は
危
な

ゆ
路
上
に
い
る
と
き

・
門
柱
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
そ
ば
、
が

け
の
上
や
下
、
土
手
の
下
、
民
家
や

ビ
ル
の
そ
ば
か
ら
遠
ざ
か
り
広
い
場

所
に
出
て
落
ち
つ
い
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

　
持
っ
て
い
る
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
か

ば
ん
、
本
な
ど
を
と
り
あ
え
ず
頭
に

の
せ
て
、
看
板
、
窓
ガ
ラ
ス
、
外
装

用
タ
イ
ル
、
レ
ン
ガ
な
ど
の
落
下
物

の
直
撃
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
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第
一
回
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
大
会

2
　
一

噂

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
は
、
健
全

な
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
、
主
に

野
外
を
活
動
の
場
と
し
て
、
人
格
づ

く
り
、
健
康
づ
く
り
、
知
識
・
技
能

の
習
得
、
奉
仕
の
実
践
を
年
齢
に
応

じ
て
実
施
し
て
い
る
青
少
年
の
た
め

の
社
会
教
育
活
動
で
、
わ
が
国
で
は

三
十
三
万
人
、
世
界
で
は
百
十
八
か

国
約
千
六
百
万
人
が
加
盟
し
て
い
る

青
少
年
団
体
で
す
。

　
二
年
前
a
夏
に
は
、
中
学
生
年
代

を
対
象
と
し
た
第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
が
南
蔵
王
山
麓
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を
主
会
場
と

し
て
今
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
三
日

ま
で
の
八
日
間
に
第
↓
回
シ
ニ
ア
ー

ス
カ
ウ
ト
大
会
（
略
称
「
日
本
ベ
ン

チ
ャ
ー
8
4
」
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ

ト
（
高
校
生
年
代
の
ス
カ
ウ
ト
）
や

外
国
ス
カ
ウ
ト
な
ど
五
千
名
の
参
加

に
よ
り
、
主
会
場
の
ほ
か
、
自
石
ス

キ
ー
場
な
ど
県
内
八
ケ
所
お
よ
び
岩

手
㌧
山
形
・
福
島
の
各
県
下
に
活
動

基
地
が
設
け
ら
れ
「
未
知
へ
の
挑
戦
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
問
近
に
せ
ま
っ
た
本
大
会

を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
支
援
委
員
会

を
設
置
し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
市
民
あ
げ
て
心
か
ら
あ
た
た

か
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
大
会
期
間
中
見
学
さ
れ
る

際
は
、
車
両
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
駐
車
場
や
進
入
路
な
ど
現

場
の
警
察
官
や
交
通
指
導
隊
員
の
指

示
に
従
い
、
ゆ
ず
り
あ
い
と
ゆ
と
り

を
も
っ
て
来
場
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

－貞躍

齢
鷺
輪

　
、
鵬
曹

嚇讐　
慨
．
二
｝

歪

☆7月1日鮎の開禁日☆

　　　ふるさとの

　　　　　白石川で釣を

　7月1日は、白石川の鮎の開禁

　日です。

※遊漁証などの問い合わせは、組合

事務所・東小路19組合長十二村盛

英宅智6－2069へどうぞ。

　　　　　　　　　｛
む　　　　　　　　　　　　1
を〈国保シリーズ〉i

崖保険税は期冒までにi

2納めましょっ　　　1
か　　　　　　　　　　1

、』2＿＿～＿～～＿一＿．～＿」

　　　　　　　ノ0

　
　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
許
可
が
必
要
で
す

☆
火
入
れ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
的
で
す
。

　
土
地
利
用
上
の
目
的
を
も
っ
て
、
　
一
、
地
ご
し
ら
え
、
二
、

そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
立
木
竹
、
雑

草
、
堆
積
物
等
を
面
的
な
広
さ
で
焼

却
す
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

☆
許
可
内
容
は
次
の
土
地
利
用
の
目

臆孟一孟』▲・二」、《’．歩
｝

　▲第8回日本ジャンボリー

益岡公園に苗木植樹
　6月17日市内のボーイスカウト

36人とガールスカウト26人が益岡

公園にツツジとソメイヨシノの苗

木あわせて150本を植樹しました。

　苗木は、環境週間の一環として

環境庁から配布されたものです。

　ボーイスカウトたちは、1本、

1本ていねいに苗木を植樹、奉仕

作業に汗を流していました。

V
た
頃
、

環
費
の
負
程
大
変
書
の
で
し
た
．
～

荷
も
か
も
売
り
払
っ
て
、
悲
惨
の
よ

～
ん
底
に
沈
む
、
と
い
う
よ
う
な
例
が
～

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

～
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
～

丁
は
違
い
ま
す
．
今
は
国
保
制
蕊

～
が
完
備
し
て
医
療
費
の
七
割
は
国
保
｝

嘉
負
磐
て
く
れ
ま
す
し
・
ど
ん
焦

藩
で
も
・
一
か
月
五
万
早
襲

、
　
　
　
　
　
　
　
　
冠

～
上
の
医
療
費
は
国
保
が
負
担
し
て
面
㌔

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

～
　
こ
う
い
う
重
宝
な
国
保
の
制
度
を
｝

～
　
　
　
　
　
皆
様
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

㌔
　
　
　
保
険
税
を
納
瓶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

～
は
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　
　
｝

、
保
険
税
は
必
ず
習
ま
で
に
納
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

～
な
お
・
止
む
を
得
な
荷
か
の
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

～
と
い
う
と
き
は
保
険
課
に
ご
相
談
く
》

～
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
｝

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

む
か
し
、
国
保
の
制
度
の
な
か
っ
～

　
　
一
家
に
重
病
人
が
出
る
と
医
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
墾
準
備
、

三
、
害
虫
駆
除
、
四
、
焼
畑
、
五
、

採
草
地
改
良

☆
火
入
れ
の
範
囲
と
対
象
は

　
森
林
ま
た
は
森
林
か
ら
】
．
㎞
範
囲
V
倒
を
み
て
く
れ
ま
す
。

内
の
場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
こ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
田
畑
、
維
侍
し
て
行
く
た
め
に
は
、

の
あ
ぜ
焼
き
、
河
川
の
提
防
、
道
路
～
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
そ
の
～

の
周
辺
に
あ
る
雑
草
等
の
焼
却
も
火
｝
基
本
に
な
り
ま
す
．
、

入
れ
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
～
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
国
保
の
制
度
～

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
火
人
れ
規
制
の
対
象
と
な
）

ら
な
い
場
含
で
も
、
消
防
法
に
よ
る
～
ま
し
ょ
う
。

「
揚
煙
行
為
」
と
し
て
届
け
出
を
し
軸

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
～
由
で
納
入
期
限
ま
で
納
め
ら
れ
な
い
～

す
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
林
課
へ
ど
う
ぞ
。

更休みを楽し

　
子
供
の
交
通
事
故
原
因
で
一
番
多

い
の
は
「
飛
び
出
し
」
で
、
六
割
を

占
め
ま
す
。
次
い
で
「
自
動
車
の
直

前
直
後
の
横
断
」
、
「
信
号
無
視
」
、
「
路

上
遊
戯
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
は
、
ふ
だ
ん
に
比
べ
る
と

家
の
外
で
遊
ぶ
時
間
が
長
く
な
り
ま

す
。　

お
子
さ
ん
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▼
飛
び
出
す
な

照

ヘ
ヘ
〆

（
も

．
冨

‘

　
広
い
道
は
自
動
重
が
た
く
さ
ん
通

り
ま
す
。
細
い
道
か
ら
広
い
通
り
に

出
る
と
き
は
、
目
動
車
が
来
て
い
な

い
か
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
①
手
前
で
必
ず
立
ち
止
ま
る

　
②
右
か
ら
自
動
車
が
き
て
い
な
い

　
　
か
よ
く
見
る

　
③
左
か
ら
自
動
車
が
き
て
い
な
い

　
　
か
よ
く
見
る

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
普
通
に
歩
い

て
い
る
と
き
は
簡
単
な
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ボ
ー
ル
を
．
追
い

か
け
た
り
、
友
達
と
遊
ひ
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
と
き
な
ど
は
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
左
右
を
確
か
め
た
く
て
も
、
へ
い

が
あ
っ
た
り
、
自
動
車
が
止
ま
っ
て

い
て
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
目
を
す
ま
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
近
づ
い
て
く
る
目
動
車

の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

見
や
す
い
所
ま
で
進
ん
で
、
自
分
の

目
で
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

．
』
噛
一

　
　
　
　
　
　
　
　
蚤
猛

帰兇

ド

▼
信
号
の
意
味
を
知
ろ
う

夏
休
み
に
覚
え
よ
う

ザ
　
　
ト
唾

　
　
軸減

毎

自
動
車
と
“
す
も
う
”
を

　
　
取
ら
な
い
た
め
に

　
遵
を
渡
ろ
う
と
し
た
ら
、
信
号
が

黄
色
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ

あ
、
ど
う
し
ま
し
よ
う
。
赤
に
変
わ

る
前
に
さ
っ
と
渡
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
。
そ
れ
は
だ
め
で
す
よ
。
次
の
青

信
号
ま
で
侍
ち
ま
し
よ
う
。

　
っ
い
た
り
消
え
た
り
し
て
い
る
青

信
号
や
苗
琶
の
信
号
は
「
注
意
」
の

意
味
。
　
“
赤
に
変
わ
り
ま
す
よ
注
意

し
て
く
だ
さ
い
”
と
い
う
こ
と
で
す
。

胃
一
信
号
か
ら
急
に
赤
信
号
に
変
わ
る

と
あ
ぶ
な
い
か
ら
で
す
。

▽
自
動
車
は
後
ろ
に
も
動
く

警
☆
、
＼

・
、
。
　
賜
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
バ

　
　
（
へ
q
）
＼
　
＼

薫
〆
・
／
＼
＼

▼
運
転
手
さ
ん
の
目
を
み
る

　
目
の
前
の
儘
号
は
赤
か
ら
青
に
変

わ
り
ま
し
た
。
さ
あ
渡
り
ま
し
ょ
う
。

で
も
、
す
べ
て
の
目
動
車
が
完
全
に

止
ま
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
右
や
左
に
曲
が
る
車
が
、
あ

な
た
の
渡
ろ
う
と
す
る
横
断
歩
道
を

通
る
の
で
す
。
運
転
手
さ
ん
の
目
を

見
て
、
車
が
止
ま
っ
た
の
を
確
か
め

て
渡
り
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
人
が
ど

ん
な
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
か
．

よ
く
見
る
と
楽
し
い
で
す
よ
。

蚕
へ
「
．

＾
）
）

∪
）

！
く娘

、
（
つ

（
護

蜜＼
く㍉

／＼

＼

　
道
路
や
空
き
地
に
自
動
車
が
止
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

周
り
で
遊
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
う
ち
に

運
転
手
さ
ん
が
自
動
車
を
動
か
そ
う

と
ず
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
目
動
車
の
後
ろ
に
し
ゃ
が
み

込
ん
で
い
る
と
、
運
転
手
さ
ん
に
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
は
後
ろ
に

動
く
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
危
険
で

す
。
道
路
で
遊
ば
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
目
動
車
の
周
り
で
は
絶
対
に
遊

ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

”

▼
夏
休
み
中
の
交
通
事
故
防
止



　　地　球
「宇宙のオアシス」の自然を守ろう

自然保護憲章

〉自然をどうどび、自然を愛し、

　自然に親しもう。

〉自然に学び、自然の調和をそ

　こなわな臼ようにしよう。

9》美し臼自然、大切な自然を永

　ぐ子孫に伝えよう。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
（
ま
た
は
い
ん
げ
ん
）
40
9
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
　
　
い
た
け
4
0
9
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
　
A
（
だ
し
汁
量
カ
ッ
プ
、
砂
糖
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
郵
　
　
　
　
　
じ
一
杯
、
塩
小
さ
じ
・
一
2
杯
、
醤
油
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
よ
ン
ヘ
　
　
さ
．
さ
じ
・
2
杯
、
片
粟
粉
小
さ
じ
一
杯
。
）

　
　
　
　
二
、
～
　
子
【
作
り
方
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
①
ね
ぎ
、
生
姜
を
み
じ
ん
切
り
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ボ
ー
ル
に
鶏
ひ
き
肉
、
卯
の
花
、

　
【
材
料
】
　
（
四
～
五
人
分
）
　
　
　
ね
ぎ
、
生
姜
、
卵
、
調
味
料
を
入
れ

卯
の
花
㎜
9
、
鶏
ひ
き
肉
蜘
9
、
卵
　
て
よ
く
こ
ね
る
。
二
㎝
位
の
ボ
ー
ル

一
コ
、
長
ね
ぎ
吉
本
、
生
姜
小
一
か
　
に
ま
と
め
る
（
約
二
十
個
き
ち
っ
と

け
、
酒
大
さ
じ
一
杯
、
砂
糖
小
さ
じ
　
丸
め
る
こ
と
）

］
杯
、
塩
小
さ
じ
・
2
杯
、
醤
油
小
さ
　
③
中
温
の
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
る
。

じ
一
杯
、
人
参
6
0
9
、
さ
や
え
ん
ど
　
④
人
参
は
線
切
り
に
し
、
さ
や
え
ん

11

冷
蔵
庫
の
正
し
い
使
い
方
”

①
冷
凍
食
品
は
マ
イ
ナ
ス
ー
5
℃
以
下

　
解
凍
し
た
も
の
は
、
早
く
食
べ
る
。

　
再
凍
結
は
危
険
！

②
隔
測
温
度
計

　
毎
日
温
度
の
確
認
を
！

　
2
～
3
℃
位
、
魚
介
類
・
食
肉
類

　
の
肉
汁
等
の
落
下
防
止
を
！
（
相

　
互
汚
染
防
止
）

　
3
℃
～
5
℃
位
、
調
理
済
食
品
、

　
専
用
の
清
潔
な
容
器
に
！
（
フ
タ

　
を
す
る
こ
と
V

③
8
℃
位
、
野
菜
、
果
実
類
、
乾
燥

　
防
止
の
た
め
袋
詰
容
器
に
！

◎
保
冷
食
品
量
は
、
冷
蔵
庫
容
積
の

　
5
0
～
6
0
％
ぐ
ら
い
ま
で

◎
ド
ア
の
開
閉
は
、
最
小
限
度
に

◎
週
一
回
は
、
冷
蔵
庫
内
の
整
理
、

　
清
掃
を
し
よ
う
。

ご
存
知
で
す
か
り

卯
の
花
だ
ん
ご
の
野
菜
あ
ん
か
け

⑳

が

曝

②

鴎

消費生活モニター調査結果

ど
う
は
斜
め
に
切
り
さ
っ
と
ゆ
で
て

お
き
、
し
い
た
け
も
線
切
り
に
し
て

お
く
。

⑤
鍋
を
熱
し
、
酒
大
さ
じ
］
杯
を
入

れ
、
人
参
、
さ
や
え
ん
ど
う
を
い
た

め
る
。
A
を
入
れ
、
野
菜
あ
ん
を
つ

く
る
。

⑥
③
を
器
に
盛
り
⑤
を
か
け
る
。

※
高
令
者
に
喜
ば
れ
る
料
理
で
す
。

若
い
人
に
は
鶏
肉
を
豚
肉
に
か
え
る

と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
出
て
き
ま
す
。

調査日：昭和59年6月1日　白石市

品 名

1．砂 糖

2．しょう油
3．サラダ油

4．小　麦　粉
5．食 ノマ　ン

6．マーガリン

7．牛 L睾
タ8

9．　テfツシュペーパー

10．ラ　ッ　プ

11．プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

15．灯 油

16．　レギュラーガソリン

17．軽 油

18．A　重　油

銘柄　規格
上自糖　　1㎏
本醜造ヒ級濃口　　1．84
　　　（びん代込み）
ポリ容器入り　　1kg

薄力粉　　1kg
並　　食　　1斤

ソフ　ト　　225g
紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　225g

400枚（200組）紙箱入り

巾冨30cm長さ20m（一巻）

10㎡

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカソ
ト及びセノト含む）
（　璽　面　　　　18の
　　己’入み　　　182

1　2　現　金
1　4　現　金
1　召　現　金

最高値

290円

550

578

240

170

215

280

480

185

238

5，150

450

1，600

6，000

L50（，

に〔10

150

108

84

最低値

258円

418

430

205

150

163

198

378

118

160

4，800

350

1，300

4，500

1，・．10

145

102

75

平均値

272円

451

503

219

155

193

237

398

149

197

4，994

421

1，485

5，271

1，447

147

104

79

前目平均価格

274円

451

474

214

155

195

241

398

154

201

4，994

428

1，485

5，200

1－436
4’

147

105

80

鳩祠価格比

△0．7％

6．1

2．3

△0．9

△1．6

△3．2

△L9

△L6

1．3

1．〔）

△0．9

△L2

備 考

上昇品目：サラダ油、

小麦粉、カレーライス、

パーマネント料、灯油

下降品目：砂糖、マー

ガリン、牛乳、ティッ

シュペーパー、ラップ、

軽油、重油

横ばい品目：しょう油、

食パン、バター、プロ

パンガス、理髪料、レ

ギュラーガソリン

13

認騨［．、月嘆｝曾　’響’へ1

葭』9愈読，・一罐矯◎’

ぢ
、
練 ギ㌦　　 騙　＿

－
』
亨

’
、

癒ヘー　瀞、
　　　　　　　　　　嵐、鋸

水しぶきをあげて

　　　　　　　　　○一白二小プール開き

　いよいよミ水のシーズン≒を迎え、市内小・中学校

では、あいついでプール開きが行われました。

・白石第二小学校（児童数995名）では、6月8日青空

のもと9時45分から1年、3年、5年生が10時45分ま
でと11時から2年、4年、6年生が12時までの2回に
わたりプール開きを行いました。森教頭先生から「少

しでも多く泳げるようがんばってください」と励まさ

れ、児童たちは、上級生の模範泳ぎの後、準備体操を

し、さっそくプールで水しぶきをあげて、初泳ぎを楽

しんでいました。

　　ア脅

／帆
　　、

　　　舅

螺『
“

門
．
嘗

4分校仲良く球技大会

　　　　　　　　　　　　　○一不忘分校

　6月13日、蔵王山ろくにある白石市立福岡小学校
（服部利雄校長）の八宮、長峰、不忘、蔵王の4分校

の児童たち60人が参加した球技大会が、不忘分校で開

かれました。

　この大会は、児童が少ないため、ふだんできないス

ポーツをみんなで楽しもうと4年前から始められたも

ので、久しぶりに他の分校の仲間と出会った児童たち
は、円形ドッジボール、障害物リレー、大玉ころがじ

などを思う存分楽しみ、蔵王の山々に大きな歓声がこ

だましました。

わだい

撚
麺
．
夢
払
群
、
）

臥
、
禽
鰐
ゲ
鮒
よ
吉

　
　
　
募
め
冷
』

　
　
．
葱
墾
が

公園整備は奉仕作業で

　　　　　　　　　○一西益岡老人クラブ

　晴天になった6月7日、益岡公園の花壇の中の草む

しりを西益岡老人クラブ（斎藤啓志会長）の会員約30

名が奉仕作業に汗を流しました。同クラブでは、4年

前から花を育てており、昨年も一日奉仕作業やクラブ

有志の手による早朝5時からの散水などを行っており

ます。今年は、宮城県公共施設緑化計画対策事業の一

環として配布される「みやぎの荻」の花を同クラブ会

員の手で植樹する計画も予定されております。市民の

いこいの場の整備に一役…。

讐　、袖
鱈驚

　一

マ層
一
． 轡 編 描盤

一
ら
；
亘

乳7．・＿　ノ質砺一ピ

1－

一峰r・隔 」　一遍〆漉気

．鯉

にぎやかにレースを展開

　　　　　　　　　　　○一白一小運動会

　晴天になった去る5月27日白石第一小学校（児童数

1，120名）の大運動会が繰り広げられました。

　運動会では、前遠藤校長から贈られた旗30枚を各ク

ラスで使用、行進や応援合戦にカラフルな旗が振られ、

子供たちの歓声が響きわたりました。各レースでは、

コースサイドをうめたお父さん、お母さんから盛んな

声援がおくられるなか、子どもたちもさわやかな声援

に応えようと猛ハッスル。五月晴れの大運動会は、に

ぎやかで楽しい一日となりました。

12



宙

日

題

潟

「
墨
絵
と
私
」
の
本
を
発
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
谷
　
友
　
雄
　
さ
ん

　
春
夏
秋
冬
の
蘭
・
竹
・
梅
・
菊
を
描
い
た
「
四
君
子
の
墨
絵
」
自

ら
の
作
品
「
十
二
支
の
墨
絵
」
「
十
ニ
カ
月
の
花
」
な
ど
十
一
章
で
構

成
、
七
十
九
画
を
掲
載
し
た
随
筆
集
を
編
集
、
こ
の
ほ
ど
「
墨
絵
と

私
」
の
本
を
発
刊
し
た
大
谷
友
雄
さ
ん
（
七
十
四
歳
）
会
社
役
員
▽

白
石
市
中
寺
前
七
の
四
日
。

　
大
谷
さ
ん
は
、
墨
絵
を
描
　
描
い
た
作
品
を
使
用
し
な
が
ら
教
え

き
続
け
約
三
十
年
、
墨
絵
に
　
て
い
ま
す
。

興
味
あ
る
方
へ
の
参
考
に
な
　
　
「
墨
絵
と
私
」
は
、
千
部
の
限
定

れ
ば
と
発
刑
の
動
機
を
話
し
、
出
版
で
、
多
数
の
知
人
に
配
布
し
た

昨
年
か
ら
白
石
市
働
く
婦
人
　
ほ
か
、
希
望
者
に
は
千
円
で
頒
布
し

の
家
で
墨
絵
の
講
師
と
し
て
　
て
お
り
ま
す
。
～

約
二
十
名
の
婦
人
に
自
分
の
　
　
大
谷
さ
ん
は
、
広
島
県
竹
原
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
身
で
旧
大
阪
高

顎

　　β1「

財

夢

工
（
現
大
阪
大
工

学
部
）
を
卒
業
、

長
期
間
鉱
山
関
係

の
仕
事
に
携
わ
り

昭
和
三
十
八
年
か

ら
自
石
市
に
在
住

し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
S
社
の

会
長
を
務
め
る
か

た
わ
ら
本
を
執
筆

発
刊
し
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
ス

ケ
ッ
チ
、
絵
画
を

は
じ
め
短
歌
や
書
道
な
ど
幅
広
い
趣

味
の
持
ち
主
で
も
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
五
十
三
年
に
初
め
て

出
版
し
た
「
人
生
は
タ
イ
ム
ト
ン
ネ

ル
」
か
ら
、
「
想
い
出
の
ス
ケ
ッ
チ
と

短
歌
」
「
こ
の
感
激
を
抱
き
て
」
「
絵
と

私
」
で
四
冊
を
随
筆
、
今
回
で
五
冊

に
な
り
、
内
容
も
充
実
し
て
い
る
と

関
係
者
か
ら
の
評
判
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

「
墨
絵
と
私
」
に
は
、
ま
え
が
き

と
し
て
「
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
だ

れ
で
も
毛
筆
を
握
っ
て
墨
で
字
を
書

い
た
経
験
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
だ

れ
で
も
描
く
気
に
さ
え
な
れ
ば
、
比

較
的
安
易
に
色
紙
ぐ
ら
い
の
墨
絵
は

描
け
る
よ
う
に
な
る
」
と
書
い
て
い

ま
す
。
あ
と
が
き
で
は
、
大
谷
さ
ん

は
、
「
墨
絵
に
限
ら
ず
、
芸
術
と
名
の

つ
く
も
の
は
す
べ
て
“
心
の
表
現
”

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
刊
行
し
た
随
筆
集
か
ら
友

人
を
大
切
に
す
る
入
柄
が
浮
き
出
て

い
ま
す
。

　
ま
た
大
谷
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
自

石
市
周
辺
を
多
く
題
画
に
し
た
み
ち

ば
た
の
碑
（
万
葉
歌
碑
や
句
碑
）
を

ま
と
め
た
「
ス
ケ
ッ
チ
と
墨
絵
」
を

執
筆
中
で
特
に
身
近
な
作
品
を
掲
載

し
た
い
」
と
希
望
を
語
り
、
「
発
刊
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
　
ひ
ロ
り
ち

　
　
火
打
田
（
中
目
）
と
い
う
面
白

　
い
地
名
が
あ
る
。
江
戸
時
代
中
頃

晦
の
古
図
に
火
打
屋
敷
と
い
う
の
が

・
書
い
て
あ
る
か
ら
、
古
い
地
名
な

鴫
の
で
あ
ろ
う
。
稲
を
刈
り
と
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
す

．
あ
と
の
切
株
に
再
び
出
る
芽
を
賎

ぬ
　
い
ね

・
稲
と
か
に
ば
ん
ぼ
き
な
ど
と
い
う

　
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
ひ
う
ち
と

㌧
う
言
葉
も
あ
り
、

い
た
名
で
あ
ろ
う
。

は
斎
が
川
の
流
域

で
地
昧
の
肥
え
た

良
田
地
帯
で
あ
り
、

刈
り
と
っ
た
稲
株

か
ら
ま
た
穂
が
出

る
こ
と
は
珍
ら
し

　
　
　
　
ひ
ば
り

く
な
い
。
雲
雀
田

（
平
）
と
い
う
変
っ

た
地
名
が
あ
る
。

鳥
の
ひ
ば
り
と
は

関
係
は
な
い
ら
し

い
。
明
治
初
年
の

小
字
地
名
の
調
書

こ
れ
か
ら
つ

こ
の
あ
た
り

て
い
は
共
同
耕
作
田
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
あ
ぷ
ら
だ

る
の
が
多
い
。
油
田
（
中
目
）
と

い
う
の
が
あ
る
。
土
地
の
古
老
の

話
で
は
昔
、
こ
こ
は
油
を
し
め
た

場
所
だ
と
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の

油
は
家
庭
用
の
油
の
こ
と
で
は
な

い
。
こ
こ
の
田
で
と
れ
た
稲
を
神

前
に
使
う
灯
明
料
に
あ
て
た
神
田

を
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
九

に
ち
で
ん

日
田
（
五
賀
）
と
い
う
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
旧
暦
九
月
の
三
回

地名アレコレ

　　⑳

に
は
ぴ
を
か
肝
と
あ
る
か
ら
、
い

つ
の
間
に
か
書
き
誤
っ
て
ひ
ば
り

田
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
ひ
そ

　
　
ひ
　
そ

り
は
日
反
り
で
水
が
か
り
の
悪
い

場
所
を
い
う
。
神
仏
信
仰
と
関
係

の
あ
る
名
前
に
宮
田
と
い
う
の
が

あ
る
（
小
下
倉
・
郡
山
・
中
目
・

平
）
。
そ
の
附
近
に
あ
る
神
社
の
神

事
に
供
え
る
稲
を
作
る
田
が
あ
る

の
で
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
い

田の字のついた地名（2

の
九
の
日
に
餅
を

土
地
の
神
に
供
え

る
風
習
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
九
日
餅
と

か
お
く
ん
ち
と
い

っ
て
い
る
。
こ
の

餅
米
を
つ
く
る
田

を
九
日
田
と
い
っ

た
も
の
ら
し
い
。

そ
の
外
、
三
島
田

（
鷹
巣
）
は
三
島

明
神
の
・
篠

（
中
斎
川
）
は
地
蔵
院
（
寺
の
名

？
）
の
、
稲
荷
田
（
斎
川
鹿
子
・

大
町
）
は
稲
荷
様
の
、
そ
れ
ぞ
れ

神
社
や
佛
堂
に
附
属
し
て
い
た
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
う
に
ん
だ

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
行
人
田

（
内
親
）
は
行
人
（
内
親
大
蔵
院

い
だ

の
法
印
）
の
所
有
田
が
あ
っ
た
の

で
つ
い
た
名
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）
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歌
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曽民

　　　　　　　　鳶

玩馨［、1
佐々木忠彦ちゃん（半沢屋敷西）

健一さん、とみさんの長男

ママからひとこと

こたくましく健康な忠彦くん

　思いやりのある子に育ってネ，

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

壇
一
川
股
兵
三
選

病
み
し
身
の
苦
痛
語
ら
ず
亡
き
後
を
案
じ
し
父
も
逝

き
て
は
る
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

亡
き
母
の
古
き
手
箱
の
紐
と
け
ば
看
と
り
し
日
々
の

よ
み
が
へ
り
く
る
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

斑
雪
あ
と
な
く
消
え
て
峯
々
に
木
の
芽
お
こ
し
の
春

雨
け
ぶ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

山
吹
の
花
咲
く
頃
に
味
噌
煮
せ
し
亡
き
姑
偲
び
麹
を

寝
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

朝
夕
に
孫
の
乗
り
た
る
園
児
バ
ス
に
手
を
振
る
吾
を

児
ら
振
り
返
る
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

春
雷
の
遠
ざ
か
り
ゆ
く
宵
や
み
に
代
掻
し
田
に
蛙
群

れ
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
愼
太
郎

「
友
だ
ち
」

　
山
谷

満
（
福
岡
中
学
校
二
年
）

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
．
、

五
月
風
そ
よ
ぐ
耕
土
に
い
っ
せ
い
に
機
音
逞
し
田
植

始
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

嫁
ぎ
た
る
姪
の
持
ち
く
れ
し
鉢
植
の
い
ち
ご
花
さ
き

実
入
り
た
の
し
む
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

湯
の
音
に
と
ぎ
れ
が
ち
な
る
三
味
の
音
を
聞
く
と
も

な
し
に
湯
あ
み
続
け
る
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

堤
防
の
茅
の
根
方
に
妻
を
恋
ふ
堆
子
は
ひ
と
口
声
高

く
暗
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
酪
恵

寝
台
に
し
ば
し
横
た
へ
胃
カ
メ
ラ
の
長
き
検
査
に
苦

痛
こ
ら
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

配
達
の
山
路
の
ぼ
れ
ば
枯
草
を
わ
け
て
浅
黄
の
藍
の

と
う
出
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

小
雨
ま
だ
降
り
止
ま
ざ
れ
ど
日
曜
を
手
伝
い
受
け
て

田
植
え
す
ま
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
　
橘

大
雪
の
続
き
て
野
菜
高
く
な
り
く
き
茶
も
捨
て
ず
大

切
に
喰
む
　
ぶ
し
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

黒
文
字
も
木
五
倍
子
も
咲
き
し
峠
道
目
を
こ
ら
し
つ

つ
ゆ
れ
な
が
ら
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

わたしの

　勿暫鞍勿卜但

「
友
だ
ち
」

　
加
藤
里
実

（
福
岡
中
学
校
二
年
）

壇
一
鈴
木
貞
二
選

こ
で
ま
り
の
花
を
散
ら
せ
し
小
鳥
か
な

卒
業
歌
唄
い
て
眼
鏡
く
も
り
け
り

み
ち
の
く
の
春
も
漸
く
百
花
咲
く

密
葬
の
母
の
枢
に
花
散
り
ぬ

狭
庭
に
も
一
ど
き
に
咲
き
春
の
花

雑
草
を
引
く
手
に
急
に
花
吹
雪
く

母
の
忌
や
鴬
し
き
り
雨
の
中

侍
ち
わ
び
し
夏
来
る
も
作
に
あ
る
不
安

菜
の
花
や
浦
戸
の
島
の
風
匂
う

わ
が
花
壇
春
の
草
花
競
ひ
咲
き

白
蓮
に
再
び
闇
の
深
ま
り
し

海
猫
が
追
ひ
来
る
春
の
船
迅
し

訪
ね
き
し
花
ま
だ
早
き
ぢ
城
山

雨
上
り
み
ど
り
濃
か
り
し
花
菖
蒲

天
候
不
順
ど
か
と
減
り
た
る
春
野
菜

湯
煙
も
若
葉
も
雨
の
窓
近
く

※
七
月
句
会
は
、
二
十
九
日
側
十
、

貞
二
居
で
開
き
ま
す
。
　
（
ゆ
か
た
、

　
佐
藤
周
子

勅
使
瓦
令
造

　
川
村
静
恵

　
草
野
美
沙

　
岡
崎
澄
子

　
加
藤
か
つ

　
青
木
良
子

　
高
橋
山
女

　
太
田
敏
子

高
橋
和
歌
子

　
大
庭
良
子

　
鈴
木
民
子

　
佐
藤
善
夫

　
近
内
キ
ヨ

　
鈴
木
い
く

高
子
た
ち
ば
な

｝
時
三
十
分
よ
り

夏
の
雨
、
虹
）

　　　　　　　　　　、解　　　　　　　　　、財　　　　　　　　、暫　　　　　　　w　　　　　　擢　　　　　　　『　　　　、曜　　　皿　　皿　解、A！｝　
』
島
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■白石女子高等学校

　開放講座
　白女校では、教育機能を広く開

放し、地域社会の文化向上の発展

に寄与することを目的とし、次に

より開放講座を開設します。

〉講座　「ふるさとの歴史とこれ

　からのくらし」

　〔内容〕

　（1）ふるさとの歴史氏家和典氏、

　風間観静氏　（21仏像講話　佐藤

　芳彦氏　〔3）巡検（考古遺跡・高

　蔵寺）　（4）成人の健康と老人の

　看護　鈴木美智子氏、日吉ふく

　子氏　（5腱康体操　日下イサオ

　氏　〔6）拓本のとり方　伊藤広毅

　氏　（71古典と自石（奥の細道）

　佐藤実氏　（8喰品添加物分析

　東海林恵子氏。〈講師9名＞

レ会場　白石女子高等学校

〉対象　地域一般成人

＞参加人数　40名

〉実施期間　8月5日～9月23日

　（12回）

〉申込み　電話でのみ受付します。

　○申込先　白女校智5－2181へ

　お申し込みください。

　○受付期間　7月9日（月〉～7

　月14日（土）の正午まで。

　○受講者定員　40名。ただし定

　員を超過した際は抽選によって

　受講者を決定。決定通知は後日

　ハガキで通知します。

■「婦人の明日をひらく

　私の意見」

　県では、婦人の方々が、社会活

動や生き方、あるいは男女の平等

などについて、日ごろ家庭や地域、

職場などで体験したこと、改善し

たいと考えていることなど、建設

的で自由な意見を募集しています。

〉応募資格　本県在住の18歳以上

17

　の女性（個人または団体、グル

　ープ）

〉内容・その他　未発表のもので、

　題は自由。400字詰め原稿用紙

　5枚程度、末尾に住所、氏名、

　年齢、電話番号、職業を記入の

　こと。

〉募集期間　昭和59年7月1日か

　ら8月31日まで。

レ発表大会　入選者（10名以内）

　を選考し、11月ごろ発表大会を

　仙台市内で開催。入選者には、

　記念品を贈り表彰します。

＞応募・問い合わせ先　仙台市本

　町3丁目8－1・県婦人青少年

　言果留0222一（63）一〇676まで。

■手話講習会
　臼石手話サークルでは、聴覚障

害者の社会参加を促進するために

次により手話講習会を開催します

ので、ぜひご参加ください。

＞日時　7月16日～8月6日毎週

　月・水・金午後6時30分～8時

　30分（10日間）

〉場所　市役所会議室

〉申込み　福祉事務所福祉係（内

　線139）へどうぞ。

■在宅心身障害（児）者

　七ツ森希望の家宿泊訓練

　実施に伴う参加者募集

　家庭の中にとじこもりがちな子

どもに仲間を持たせ、日常生活の

あり方や機能訓練の糸口をみっけ

させるよい機会ですので、ご参加

ください。

〉期日　7月19～21日（2泊3日）

〉場所　大和町吉田字童児沢21

　　　　宮城県七ツ森希望の家

レ申込み準備の都合上7月10日

　まで福祉事務所（内線139〉へ。

※その他、詳しくは福祉事務所に

お問い合わせください。

「市町村交通事故防止

　　コンクール実施中」

■う一めん料理教室
〉日時　7月13日（金）午前10時

レ場所　働く婦人の家

〉定員30名

〉講師　畠っね先生

レ申込み　7月10日まで働く婦人

　の家盈5－5095へお申し込みく

　ださい。

■宮城県警察官募集

　宮城県では、昭和60年4月採用

の警察官を募集します。

〔受験のあらまし〕

O受験資格及び採用人員

　昭和32年4月2日から昭和42年

　4月1日まで生れた男子

　☆A区分～約40名、大学卒業者

　（短期大学を除く）または昭和

　60年3月卒業見込みの方、及び

　これらと同等以上の経歴を有す

　ると認められる方。

　☆B区分～約40名、A区分以外

　の方。

○願書受付期間

　昭和59年8月10日（金）から8月3

　31日（金）まで。

○試験日及び場所

　昭和59年9月23日（日）

　仙台市宮城県工業高校、大河原

　合同庁舎のほか石巻市、古川市

　の会場。

○間い合わせ先

　白石警察署警務課または最寄り

　の派出所、、駐在所。

■自衛官募集
〉応募資格　18歳～25歳未満の男

　子（来春高校を卒業予定の学生

　も受験できます。）

〉待遇　初任給98，000円（衣食住

　は無料または貸与）

　定期昇給年1回、賞与年4．9カ

　月分、その他諸手当あり。

〉身分保障　特別職国家公務員

〉応募の相談　市民課または大河

　原募集事務所留02245－3－2185

　までどうぞ。

公民館だより

★夏季教材映画
　　（16ミリフィルム）

　　　のセット貸し出しについて

　夏休み期間を中心に、16ミリ教

材映画を貸し出します。貸し出し

期間及び教材は次のとおりです。

セット以外のフィルムもあります

ので、希望される方は、中央公民館

（費4－5377・6－2453）へどうぞ。
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▲わんぱく少年教室の農園観察と草とり

①7月14日～7月23日

ガキ大将先生　　　　　　　　　　（48分）

お父さんの宝島　　　　　　　　（41分）
ダンプ母さんと六人の子どもたち（41分〉
アルプスの少女ハイジ翫2　　　（30分〉

冒険ダン吉　　　　　　（27分）
U　F　O国の交通安全　　　　　　　（20分）

イソップ物語　　　　　　　　（10分）

②7月25日～8月2日
クワガタクワジ物語
チョコレート戦争
母ちゃんありがとう
あんじゅとずしおう

ごんぎつね
とうきちとむじな
わんわん火事だわん

（40分）

（41分）

（40分）

（31分）

（21分）

（18分）

（20分）

③8月4日～8月13日
涙なんか飛んでいけ
かあちゃんの海
あの空の果てに響け
草原の少女ローラ
ニルスのふしぎな旅晦1
ドナルドダノクの防火訓練
美しいさいごの一葉

（45分）

（50分）

（45分）

（30分）

（29分）

（12分〉

（19分〉

④8月15日～8月23日

ちびでか物語
母さんは歌ったよ
みつばちマーヤの冒険
草原の子テングリ
交通安全だよドラエモン
カ’さこ土也そ“う

さよならぽくの犬ロソキー

（42分）

（48分）

（30分）

（21分）

（16分）

（13分）

（45分）

⑤8月25日～9月3日
春風の子供たち

きようだい
わたしのおばあちゃん
おば捨て山の月

走れメロス
ァラレちゃんの交通安全
二ひきのよくばり子ぐま

（49分｝

（40分）

（40分1

（21分）

（20分）

（14分）

（12分）

○図書館c）
■夏休み子ども会

　読み聞かせと折り紙あそび

〉日時　8月2日（木）　午前10時

〉場所　自石市図書館

〉協力　白石絵本をたのしむ会・

　臼石第一幼稚園

○自石の昔ばなしや民話、おもし

　ろい絵本、たのしい絵本のよみ

　きかせと、折り紙あそびの数々、

　お友だちといっしょに参加して

　ください。※無料です。

☆この夏、親子で“戦争と平和『÷に

ついて、話し合ってみませんか一》

　7月1日より8月31日まで、図

書館・特選コーナーに、第二次世

界大戦（太平洋戦争）の記録書や

この時代を描いた小説をおとな向

けから子ども向けまで、幅広く用

意しております。

　これを機会に、この夏、親子で

“戦争と平和”にっいて、話し合

　てみませんか？

■手づくり絵本講習会

〉日程と内容　第1回、7月24日

　（火）、絵本の作り方、シナリオ。

　第2回、8月1日（水）、本の中

　身作り、製本。第3回、8月9

　日（木）、製本、完成。

※いずれも9時30分から12時まで

レところ　白石市図書館

レ講師　白石絵本をたのしむ会、

　鈴木智恵子さん。

1〉受講料　材料代実費（200円ほど）

〉申込み　7月18日（水）まで、自

　石市図書館a（6）一3004へお申込

　みください。

夏休みを楽しく、

　　　家族そろって

「図書館」を

　こ利用くたさい。

☆夏季開館時間を延長

〉期間　7月23日（月）～8月11日

　（土）

〉時間　午前9時～午後6時

〉休館日　毎週日曜日・月末
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○一おめでとう一〇

☆去る5月25日開催されました第

32回宮域県防犯協会連合会の席上

優良防犯団体として臼石市防犯協

会（代表者中幡操）、防犯功労者と

して本郷第三班実働隊の平林貞八

氏が受賞しました。

☆全国治水砂防協会宮城県支部長

の表彰　個入で村上錬太郎氏。

☆第13回仙台キワニス社会公益賞

　　　別部八郎氏

白石市史第7回配本

　白石市史第7回配本の市史3の

（2）一特別史下の（1）一を配本中です。

　ご希望の方は市総務課（市役所

3階）で頒布しますので、どうぞ。

〉頒布価格　6，000円

掴民年金
　はいっていますか？
　　　　　　国民年金に．ヴ

　あなたは国民年金に加入してい

ますか？

　20歳以上、60歳未満の方で厚生

年金や共済組合など、他の年金制

度に加入していない方は、必ず国

民年金に加入することになってい

ます。

　また、サラリーマンの奥さんや

大学生などの方は、希望により加

入することができます。

　もし、加入しないままでいます

と、将来の老齢年金はもとより、

万一の場合の障害年金、母子年金

なども受けられない、いわゆる

「無年金者」となってしまいます。

　老後の生活の大きな支えとなる

年金ですので、まだ国民年金に加

入していない方は、さっそく加入

して、自分自身の老後の生活をよ

り確かなものにしてください。

　加入手続きについては、市民課

国民年金係におたずねください。

あなたの身近な相談相手
　　　　　生涯教育ダイヤル相談

〉設置場所　宮城県教育庁社会教

育課内

〉電話番号　0222－64－3939

〉相談内容　生涯学習に関する情

　報提供・家庭教育の問題

＞相談日時　　〈月曜日～金曜日〉

午前10時～午後3時　〈土曜日＞

午前10時～正午

○家庭教育特別相談日　〈毎週

金曜日＞午前10時～正午（医師、

心理学者などの専門家による相

談日）

ツベルクリン反応検査と
　　　　　　　　B　C　G接種について

　従来、各学校を会場に実施して

おりましたツベルクリン反応検査

とBCG接種については、本年度

から健康センターを会場に実施す

ることになりましたQ

　子どもの結核は最近、少なくな

ってきてはおりますが、これもB

CGの効果によるものど思われま

す。しかし、少なくなったとはい

え結核ことに結核性髄膜炎は少な

からず毎年出ております。髄膜炎

は生命にかかわる恐しい病気です。

したがって、副作用の少ないBC

＞日時及び場所

G接種を乳児期にうけておくこと

が必要です。

　この機会に是非うけられるよう

おすすめします。

〉対象者　生後3ケ月から4歳未

　満で、まだ！度もBCG接種を

　うけていない乳幼児。

〉料金　無料

〉その他①母子手帳を持参して

　ください。②はしか等各種予防

　接種を1ケ月以内にうけた方は

　うけられません。
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“社会を明るくする運動”

　　　7月1日～7月31日

防ごう非行！助けよう立ち直り！

　最近の少年非行は、その発生件

数において増加の一途をたどり、

その内容も家庭および学校での暴

力事件、また覚せい剤等による事

件、性的非行など衝撃的なものが

多発しており、くわえて少年非行

の低年齢化が一段と顕著になって

います。

　私たちは、これらの事を家庭、

学校および地域の問題として無関

心でいることは許されません。

　そこで地域の青少年の健全育成

と非行化の防止にっとめ、明るく

住みよい社会にするためみんなで

行動しましょう。

乳幼児、重度心身障害者

及び母子家庭医療費受給

者証の更新について

　現在使用しているこの受給者証

は、59年9月30日までとなってい

ます。10月1日以降にっいては、

受給資格登録更新申請をして新し

い受給者証の交付をうけて、医療

費の助成をうけることになります。

この手続きにっいては、9月の広

報しろいしでお知らせします。

　なお、59年1月1日以降に転入

の方は・昭和58年分の源泉徴収票

を添付してください。

■ママさんテニスく会員募集〉

　臼石庭球協会では、ママさんテ

ニス教室の会員を募集しています。

　テニス教室では、月・水・金曜

日午前9時から午後1時の時間帯

で市営テニスコートで練習をして

いますので、気軽にご参加ください。

　くわしくは、白石庭球協会会長

千葉富弥宅費6）一3040までどうぞ。

☆女性のための

　生涯教育講座「講演会」

＞日時　7月6日（金〉午後1時30分

レ場所　柿崎小児科医院3階

〉講演会　演題「白石をめぐる紀

　行」一奥の細道・新花摘・東遊

　記・その他一

〉講師　元宮城学院女子大学教授

　久保和子先生

1〉入場料　無料

〉主催　学校法人宮城学院

〉後援　白石市教育委員会

白石市指定重要無形

文化財・宮城昭守作刀展

　宮城昭守（真一）氏は去る58年

12月重要無形文化財として白石市

の指定を受けました。これを記

念し次により作刀展を開催いたし

ます。

　昭守氏は、祖父盛国、父守国の

後を継ぎ、源清麿と清麿のねらい

とした相州上工を作刀の目標とし、

その作域に肉迫しているとされて

おります。

＞期日　8月4日（土）、5日（日）

＞会場　白石市市民会館

口IIIIIIII曜IlluIIIIIllIl薩 晒IIIII騒ilIII－II閣

官公庁だより
IIIIIlll－1旧IIIII彫llIIIIIIIlmIllII 順IIllII

　7月は所得税の予定納税第1期

分の納税をする月です。

　所得税は、7月（第1期分）と

11月（第2期分〉に予定納税をし、

翌年の確定申告で精算することに

なっています。

　第1期分の納税は7月31日まで

です。

　納税は期限内に済ませましょう。

　国税庁や国税局、税務署では、

高校生の皆さんから税に関する作

文を募集しています。

　テーマは、税について日ごろ考

えていることや税について学校な

どで学んだことにっいての意見な

ど税に関するものであれば何でも

結構です。作文は1人1編、3，000

字以内で、9月5日（水）までに

最寄りの税務署へ提出してくださ

いo

　応募された作文のうち優秀なも

のには、国税庁長官賞や国税局長

賞などが贈られます。

　　前にカード式

　　衆電話を設置

　　　　　　白石電報電話局

　従来の公衆電話で硬貨の持ち合

わせのない時とか、遠距離通話の際

に硬貨を連続投入しなければなら

ないなどの不便を解消する、新し

い公衆電話が設置されます。

　これは公衆電話をご利用される

方の利便を図るため、硬貨のほか

に公衆電話用磁気カードで使用で

きる、カード式公衆電話です。

　白石局管内では、白石駅前を手

始めに人通りの多い所を中心に、

今年は6台取り替える予定です。

公衆電話に使用するカードには、

岡本太郎、人気イラストレーター、

タキシードサム、東北夏祭りなど

のデザインがあり、臼石電報電話

局で扱っております。白石以外の

所でも使用できますので、ギフト

用としても広くご活用いただけま

すQ
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　　サルビアの苗を贈る

　このほど越河公民館、同保育園、

同小学校ヘサルビアの花の苗150
本が贈られました。苗を贈ったの
は同地区在住の八巻一さんで、今

年で4回目のプレゼント。保育園
・児は、さっそく花壇に花の苗を植

休日急患当番医

月　日

7／1

8
15

22

29

内 科

柿崎医院（5〉2210

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

三孝甫クリニック（5）6854

笛医院（5）2410

トタ 科

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

刈田病院（5）2145

朝倉病院（5）2101

銭谷医院（5）2010

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談 （7月分）

え、水をかけていました。

，
、
翁

，
－
壷
局

無、

潤

　　好演出でした白風展

　臼風会主催（白書会、フォト不
忘、池坊久須見社中、彫友会所属）

の第2回白風展が市民会館で開催
されました。会場入口のコーナー
には、「雑木林」をテーマに展示、

それぞれの作品と調和し、訪れた
市民の目を楽しませました。

鯉識

　
　
当

　
　
融

　
　
　
鯉

　　　　　卜、・て【側酢

　　カーブミラーを清掃

　南町地区安全協会のメンバー約
10人は、このほど地区内にあるカ
ーブミラーやガードレールの清掃
に汗を流しました。泥やほこりは、

ブラシやぞうきんで洗い落とされ、

見違えるほどきれいになりました。
交通安全に一役。

相談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

者
介

令
招

歯
業

高
職

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
一

補
巡
サ

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

相談日

16

16

16

5・16

3・17

16

閤出
寸

10：00～

　15：00

10＝00～

　15＝00

10＝00～
　15300

10＝00～
　12：00

10：00～

　13＝00

9＝30～

　15：00

場　　所

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室
健康センター

2F皆木目言炎室

白石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

（7月と8月は休みます。）

　16
毎週月・火・

水・木・金

リオン5・17

トウホク23

02ンホニ

16

16

9

10：00～

　15：00

13：00～
　14＝00

10；00～
　12：00

10＝00～
　11：00

10＝00～

　15＝00

10：00～

　15；00

10；00～

　14：00

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

白石市役所

4階会議室

臼石市役所

第三会議室

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

■人口の動き　6月1日現在人口42，424人男20。709人女21，フ15人世帯11，469戸
20


